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保全活動 

伊豆沼堤防の野火後の植物の変化 

 平成27年3月28日に伊豆沼2工区，3工区堤防で野火

を行ないました。実施前の2工区堤防は，細く背の低い

ヨシがまばらに生え，クズなどに覆われていました。野

火を行うことで，太くて丈夫なヨシがキレイに生えてきて

おり，オオヨシキリが，巣を作るために集まっています。 

 今年もバス・バスターズによる駆除活動が始まりました。5月17日に行なった第1回目の活動には約30人が参加し，人工産卵

床によるオオクチバスの卵の駆除や定置網による沼の生き物調査を行ないました。 

 例年5月の中旬がバスの産卵ピークですが，卵が産みつけられた人工産卵床は一箇所も確認されませんでした。定置網には，

モツゴやタモロコがたくさん入っており，ヌカエビやテナガエビも見られました。外来魚は，ブルーギルが1匹入っていただけで，こ

れまで行なってきた駆除活動の成果を見ることができました。 

 2004年から継続して実施してきたバス・バスターズの駆除活動により，オオクチバスの駆除数は年々減少し（下図），オオクチ

バスが増える前に見られた生き物たちが増加してきました。引き続き駆除活動を実施して，エビや在来魚を増やし，沼の自然を

取り戻していきたいと思います。 
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人工産卵床による駆除作業 定置網に入った生き物の観察 

4月7日 5月5日 

生き物が多かったころの伊豆沼を取り戻そう！ 



アオヤンマ 

オオセスジイトトンボ 
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調査・研究 

普及・啓発 

お知らせ（お詫び） 
伊豆沼・内沼生き物図鑑 

 栗原市サンクチュアリセンターつきだて館（昆虫館）の入館者数が，平成27年3月21日に20万人に達したことを記念し，4月

29日に記念イベントを行いました。記念イベントでは，ヤゴ釣り，昆虫の顕微鏡観察，おり紙教室，ぬり絵教室を開催しました。

82人が参加し，どのイベントも好評のうちに終えることができました。子供達が塗ってくれたぬり絵は，昆虫館のシアタールー

ムに展示しておりますので，是非見に来てください。 

 なお，昆虫館では７月18日から8月23日までの夏休み期間中に，記念イベントの第2弾として世界のカブトムシ，クワガタム

シの標本展などを予定しております。詳細は財団ホームページ（http://izunuma.org/）でお知らせ致しますので，是非ご来館

下さい。 

 標記シンボルマークについては，5月11日を期限として

募集を行なっておりましたが，チラシ記載の応募先メール

アドレスに誤りが判明したため，期間を延長して募集する

ことになりました。皆様には，多大なご迷惑をおかけし，大

変申し訳ありませんでした。 

詳しくは，ホームページまたは財団にお問い合わせ下さい。 手の平くらいの大きさのカニです。ハサミに生えた毛が名

前の由来となりました。 

モクズガニの生活はとてもユニークです。モクズガニの子

供（幼生）は海で生まれます。河口の近くで稚ガニに成長す

ると，川を歩いて上っていきます。伊豆沼にやってくるモク

ズガニたちは，川の中を約50kmも歩いてきたカニたちです。

川や沼で大人に成長すると，やがて海に下って卵を産み，

生涯を終えます。 

モクズガニ  Eriocheir japonica  

栗原市サンクチュアリセンターつきだて館入館者20万人達成記念イベント開催 

上手に釣れるかな？ 

顕微鏡観察 ヤゴ釣り おり紙教室 ぬり絵教室 

チョウの羽を観察中 昆虫のおり紙，上手に出来ました！ 

 2014年春から秋にかけて伊豆沼・内沼およびその周

辺でトンボ類の調査を行いました。私たちは，この調査

で37種のトンボを確認することができました。環境省や

宮城県のレッドリストで絶滅危惧種に指定されているも

のもいました。中でも，オオセスジイトトンボは，全国で生

息地が20数箇所しかないめずらしいトンボです。今回の

調査では，6月～8月の間に138匹が確認されました。こ

れらの結果は，伊豆沼・内沼とその周辺地域がトンボの

生息地として好適な環境であることを示しています。 

延長後応募期間： 

平成27年4月1日（水）～7月31日（金）必着 

調査風景 

キレイにできました！ 


